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発明の名称 含ケイ素置換基を導入した化合物、並びにそれを含む一重項酸素発生剤及び癌治療薬 

（特許第 5843113 号） 

学内発明者 堀内 宏明（理工学府）  穂坂 正博（元生体調節研究所）  平塚 浩士（群馬大学） 

竹内 利行（元群馬大学）  久新 荘一郎（理工学府） 

技術分野 ライフサイエンス、医薬、光線力学療法 IP22-011JP 

発明の概要 本発明の含ケイ素置換基を導入した化合物は光線力学療法等の癌治療に有用な一重項酸素

発生剤として好適に使用できる。ポルフィリン類縁体やフタロシアニン誘導体などの化合物にケ

イ素を含む置換基とともに COO-基を導入することで、一重項酸素の発生効率が上昇するだけ

でなく、細胞への取り込み率および腫瘍組織への蓄積性も向上することを見出した。 

説明図 

 

癌細胞を用いて培養細胞
レベルにおいて薬剤の活
性を評価し、ケイ素置換基
を導入した SiC4（15μM）
ではわずかな光照射線量
（8 J/cm2）でも癌細胞をほ
ぼ 100%死滅させることがで
きたが、ケイ素置換基を持
たない C4 では同程度の光
照射を行っても癌細胞を殺
すことはほとんどできなか
った。 

 

ポイント 本発明の化合物は、１．一重項酸素の生成効率、２．細胞による取り込み効率、３．腫瘍への選

択的集積生、の三つの性能が同時に向上しており、癌治療効果が著しく向上している。本発明

の化合物は 600～800nm の可視光でも励起することができるため、人体への浸透距離も長く、

深部においても一重項酸素を発生させることができるという利点も有している。 

 

 

発明の名称 Liver X 受容体β特異的 RNA コアクチベーター（特許第 5572800 号） 

学内発明者 橋本 貢士（元医学系研究科）   

技術分野 ライフサイエンス、動脈硬化症、高脂血症及び糖尿病等の治療薬 IP20-044 

発明の概要 コレステロール代謝の重要な調節因子である Liver X 受容体(LXR)β特異的コアクチベーター

として機能するポリヌクレオチドおよび LXRβリガンドをスクリーニングする方法。 

説明図 

 

LXRαまたは LXRβによる

DR-4 エレメントを含むプロ

モーター活性化に対する

LXRBSV の効果を、LXRα

または LXRβを発現させた

CV-1 細胞において、LXRβ

リガンド（T0901317）の存在

下または非存在下で調べた

結果を示す図。縦軸はルシ

フェラーゼの蛍光強度を示

す。 

ポイント LXRBSV は、本発明において初めて同定された LXR 特異的転写因子であり、LXRαなどの他

の核内受容体とは作用しない。したがって、LXRBSV を用いることで LXRβ特異的なアゴニスト

やアンタゴニストを同定することができ、これによって LXRβにより調節されている特定の遺伝

子群の発現を制御することができ、このような化合物は変性神経疾患などの治療薬として期待

される。 


